3予診・修正画面

3.1設置フォーム

	No
	フォーム名
	種類
	補足

	1
	診察券番号
	TEXT
	患者の問診時入力データより、診察券番号をデフォルト値として挿入する。
記録歴がある場合には最新データを表示する。

	2
	メモ（名前）
	TEXT
	デフォルト値は空欄とし、利用者が任意で文字列を挿入する。ここにフォーカスが移った場合、IME制御をONにする。
記録歴がある場合には最新データを表示する。

	3
	生年
	SELECT
	患者の問診時入力データ、生年月日より、年をデフォルト値として挿入する。
記録歴がある場合には最新データを表示する。

	4
	生月
	SELECT
	患者の問診時入力データ、生年月日より、月をデフォルト値として挿入する。
記録歴がある場合には最新データを表示する。

	5
	生日
	SELECT
	患者の問診時入力データ、生年月日より、日付をデフォルト値として挿入する。
記録歴がある場合には最新データを表示する。

	6
	体重
	TEXT
	患者の問診時入力データより、体重をデフォルト値として挿入する。
記録歴がある場合には最新データを表示する。

	7
	V　体温
	TEXT
	問診リスト画面において値が記録されていた場合にはそれを表示する。
記録歴がある場合には最新データを表示する。

	8
	V　脈拍
	TEXT
	空値をデフォルト値とする。
問診リスト画面において値が記録されていた場合にはそれを表示する。

記録歴がある場合には最新データを表示する。

	9
	V　呼吸数
	TEXT
	空値をデフォルト値とする。
問診リスト画面において値が記録されていた場合にはそれを表示する。

記録歴がある場合には最新データを表示する。

	10
	V　SPO2
	TEXT
	空値をデフォルト値とする。
問診リスト画面において値が記録されていた場合にはそれを表示する。

記録歴がある場合には最新データを表示する。

	11
	V　SPO2＿ADD
	RADIO
	未選択をデフォルトとする。選択は下より排他とする。
　room air

　O2

問診リスト画面において値が記録されていた場合にはそれを表示する。

記録歴がある場合には最新データを表示する。

	12
	V　SPO2＿ADD2
	TEXT
	空値をデフォルト値とする。
問診リスト画面において値が記録されていた場合にはそれを表示する。

記録歴がある場合には最新データを表示する。

	13
	V　血圧選択
	RADIO
	左右共通をデフォルトとする。選択は下より排他とする。

　左右別
　左右共通

問診リスト画面において値が記録されていた場合にはそれを表示する。

記録歴がある場合には最新データを表示する。

	14
	V　血圧共通上
	TEXT
	空値をデフォルト値とする。
問診リスト画面において値が記録されていた場合にはそれを表示する。

記録歴がある場合には最新データを表示する。

	15
	V　血圧共通下
	TEXT
	空値をデフォルト値とする。
問診リスト画面において値が記録されていた場合にはそれを表示する。

記録歴がある場合には最新データを表示する。

	16
	V　血圧左上
	TEXT
	空値をデフォルト値とする。
問診リスト画面において値が記録されていた場合にはそれを表示する。

記録歴がある場合には最新データを表示する。

	17
	V　血圧左下
	TEXT
	空値をデフォルト値とする。
問診リスト画面において値が記録されていた場合にはそれを表示する。

記録歴がある場合には最新データを表示する。

	18
	V　血圧右上
	TEXT
	空値をデフォルト値とする。
問診リスト画面において値が記録されていた場合にはそれを表示する。

記録歴がある場合には最新データを表示する。

	19
	V　血圧右下
	TEXT
	空値をデフォルト値とする。
問診リスト画面において値が記録されていた場合にはそれを表示する。

記録歴がある場合には最新データを表示する。

	20
	OUTCOME　検査
	RADIO
	なしをデフォルトとする。選択は下より排他とする。

　あり

　なし

記録歴がある場合には最新データを表示する。

	21
	OUTCOME　処置
	RADIO
	なしをデフォルトとする。選択は下より排他とする。

　あり

　なし

記録歴がある場合には最新データを表示する。

	22
	OUTCOME　判断
	RADIO
	帰宅をデフォルトとする。選択は下より排他とする。

　帰宅

　処置検査後診察

　入院
記録歴がある場合には最新データを表示する。


3.2画面遷移

	分類
	要因
	行動・画面

	遷移元
	認証成功
	問診リスト画面

予診・修正画面、外来カルテ画面、文書作成画面、データ検索画面におけるタブリンク押下

	自己遷移
	-
	-

	遷移先
	ユーザの任意動作
	予診・修正画面、外来カルテ画面、文書作成画面、データ検索画面におけるタブリンク押下

	
	診察券番号変更の場合
	問診リスト画面

	
	何らかのエラー発生時
	エラー画面


3.3機能

3.3.1予診表示・変更機能

本画面の主目的は確認・閲覧であるので、修正は必要な場合のみ行う。
Vitalに関しても必須項目ではないので、必要に応じて入力を行う。

診察券番号を変更した場合、その変更を実施した上で問診リスト画面に遷移しそこで新しい診察券番号が適応されるようにする。

3.3.2予診印刷機能

画面表示・入力した内容を印刷するためのボタンを提供する。ボタンを押すと印刷ダイアログが開くものとする。基本レイアウトはA4サイズ1枚に収まるものを想定する。印刷イメージ画面は自己ウインドウ、新規ウインドウなどで表示せず直接印刷する。

サンプルを以下に示す。

以上

